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１．概要（Summary） 

側鎖に重合性環状シロキサン部位を有するπ電子共

役液晶や共役高分子を合成し、その液晶性と電子物性を

評価した。また、得られた液晶化合物の薄膜化、重合を

検討した。さらに、作製した薄膜の構造評価、及び、デバ

イス応用を検討した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

触針式表面形状測定器（ULVAC 社製, Dektak8） 
【実験方法】 

側鎖にシクロテトラシロキサン環を有するポリチオフェン

誘導体 1を合成した。また、シクロテトラシロキサン環とクラ

ウンエーテル部位を有する液晶性化合物 2 を合成し（Fig. 
1）、液晶性を偏光顕微鏡、X 線回折により評価した。これ

らの化合物の薄膜を、スピンコート法により作製し、膜厚を

触針式表面形状測定器（ULVAC 社製, DekTak8）によ

って評価した。得られた薄膜の酸化還元特性、電子物性

を評価した。 
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Fig. 1 Molecular structure of polythiophene 1 and 
liquid crystalline perylene bisimide 2 bearing a crown 
ether moiety  
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

ポリチオフェン１のスピンコート薄膜を 70℃で

CF3SO3H 蒸気に暴露すると、架橋反応が起こり不溶化

すると同時に、ドーピングが進行し、導電率は 10-9 Scm-1

から 10-2 Scm-1に向上した(Fig. 2(a))。側鎖末端のシクロ

テトラシロキサン環が開環重合すると同時に、主鎖が酸化

されて生成したポーラロンやバイポーラロンが CF3SO3－ア

ニオンによって安定化されたものと考えられる。化合物 2
は Na 塩と強く結合し、レクタンギュラーカラムナー（Colr）

相が熱力学的に安定化された(Fig. 2(b))。クラウンエーテ

ルが Na+と選択的に錯体形成し、対アニオンとの静電的

相互作用が増大するためと考えられる。 

   
Fig. 2 (a) I-V characteristics of polythiophene 1 (b) 
Phase transition series of mixtures of compound 2 and 
alkaline metal salts. Colr and Iso denotes a 
rectangular columnar phase and an isotropic phase, 
respectively.  
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